
最近の就職活動について
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原田淳
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内容

• 最近の就職活動

• 知っておきたいこと

• 保護者ができるサポート
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最近の就職活動
- インターンシップの増加 -

出典キャリタスリサーチ
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最近の就職活動

• インターンシップを採用の一環と考える企業
が増加

–夏のインターンシップ

–秋・冬のインターンシップ

–オープンカンパニー

• 2024年度以降、企業がインターンシップ情報
を採用に活用することが可能に

– 5日間以上の就業体験を含むもの
（専門的な内容を含む場合は2週間以上）
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インターンシップ後の企業の動き
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インターンシップに関する注意

• 参加費用が必要なインターンシップがあり、
注意が必要

– NPO法人が運営する低年次生対象のインターン
シップ（議員インターンシップ等）

– インターンシップ後に誘われて運営スタッフになり
インターンシップの勧誘活動や定期的なミーティ
ングが負担になる事例がある

–広島市が実施している有償長期インターンシップ
（学生に報酬が支払われる）とは異なる
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最近の就職活動
- 早期選考の増加 -

• 就職活動のルール（3月採用広報、6月選考
開始）より早く選考する企業が増えている

• 4月までに内定を得る学生の割合は6割以上

• 内定先の内訳は、インターンシップ参加企業
の割合が多い

• 早期内定しても活動を継続する学生が多い

• 医療・福祉分野、公務員も採用が早期化
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内定率の推移
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出典 キャリタスリサーチ 2027年卒 4月1日時点の就職活動調査

早期に内定を得た企業の内訳
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• 出典 キャリタスリサーチ 2027年卒 4月1日時点の就職活動調査

活動状況の分布（4月1日時点）
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最近の就職活動
- エージェント求人、オファー求人 -

• エージェントからの求人、オファーによる求人
に応募するケースが増えている

• ベンチャー企業の求人も含まれる

• 比較的容易に内定が得られる場合がある
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就活エージェント利用の注意点

• エージェント企業の利益が優先される

–紹介される企業・業界が偏る

–内定承諾を強くすすめられる

–自由な活動の妨げになる
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知っておきたいこと

• 大学の就職支援プログラムを活用する

–就職ガイダンスで基本を理解する

–キャリア相談しながら進める

–大学主催の合同業界研究会に参加する
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知っておきたいこと

• 志望度の高い企業はインターンシップに参加
するのが望ましい

–マッチング面談・選考に進むケースもある

• 新聞やニュースで社会のことを知る

–採用側と共通の知的基盤を持つ
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知っておきたいこと

• 内定後も情報収集は継続する

–内定企業の情報

–求人情報

• 内定辞退する際はキャリアセンターに相談
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保護者ができるサポート
- 本人の意向に応じて -

• 視野を広げる手伝い

• 知人の大人の紹介

• 就職活動の資金援助

• ネットワーク環境の整備

• 話を聴く
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サポートする際に気をつけたいこと

• 志望業界や企業について否定しない
–保護者の発言は非常に影響力が大きい

• がんばりを認める

• 自立を妨げない
面接会場まで連れていく

交通機関の予約をとる

いっしょに会社を見にいく

合同説明会についていく

合否の結果を問い合わせる
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先輩内定者の言葉

• 交通費の支援が助かった

• あたたかい食事がありがたかった

• よく話を聴いてくれた

• 関連する新聞記事を教えてくれた

18

先輩内定者の言葉

• あからさまな興味関心を見せないでください

• 兄弟や友人・知人と比較しないでください

• 人格を否定しないでください

• 付かず離れず見守っていてください

• 求められたら助けるスタンスでいてください
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